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W i艶塁農
  町 の 人 口 

(7月1日現在） 

人 口 7 .778 人 

男 3 .756 人 

女 4 .022 人 

世帯数 2 .225 戸 

~ 、 

~ が代副結選臨が地 
~ 「」’響「叱ぎ簾夢 雄二一鷺f り譲夢護舞“『 各選表議果挙時開方昭 
~ 

~ ま任皆支 お強をよ と行自任し う をすて共祉面向針 ご新を ま し き J 、ミ 
~ すのさ援 ど り を尽い抱部治いて責代が行事 、でづは今ぎた痛議すま ま町 zji 
I 。 ごま を う ま し く 町負 と のたお任表 、く 業失は け 、年いな感会 。 し し議 ’r 

~ まg謡弾護貫0)言輔I-I各鉄昌，麟講鶏麟幕購 条て言六」， 
~ さ多 いろ き と設 と ににかす さ そ重に来策のか政執 。を しの 戸議ご 卸【オI 
~ っ幸 し し た も にに 、基 らがをの大な どお整 り の行 い ま責 長支 I’ノ“ 
~ ををて く いに精明新づに 、十一時 っおよ 備っ立部 たす霧 新に蒋 ‘一 
~ 申祈 、ご と努魂 る た き は し分端期て り び 、っての す との、で就， ‘工 
~ レ り町指 願力0)い4 一' 、かにをにお推一住、直施 次と重 ご任VI 11 一 
~ 上 、民導 っ と限住意町地し 自に議 り 進般民事し政 第 も 天 ざいた ’一 
~ げ就の ご て勉 り み欲執方就覚な会ま し公福業方方 でに さ いただ 

~ 
~ 方 城 町 議 会 常 任 委 員 会 
~ 

所
 

田
 

六
 

下
 
門
 
城
 
門
 

門
 
古
 
弁
 
古
 

会
 

住
 
春
 
見
 
新
 
東
 
上
 

中
 

員
 

名
 
幸
 
順
 
雄
 
彦
 
雄
 
新
 

政
 

生
 

秀
 
春
 

委
 

田
 
津
 
村
 
島
 
末
 

H
 

務
 

氏
 
原
 
高
 
仲
 
仲
 
永
 
木
 

、二 

名
 
長
 
長
 
員
 

長
 

総
 

員
 
損
 

ク
 

ク
 

I
 
委
 

イ
 

ノ 

職
 
委
 
副
 
委
 

議
 

文 教 厚 生 委 員 会 産 業 建 設 委 員 会 

職 名 氏 名 住 所 

委員長 谷 口 弘 広 谷 

副委員長 勝 木 武 夫 新門上 

委 員 山 本 石 男 矢久保 

ク 白 石 藤 雄 中古門 

ク 原 田 富 夫 春 田 

監 査 山 口 忠 市 平 塚 

職 名 氏 名 住 所 

委員長 永 岡 巌 東 区 

副委員長 久 富 武 士 野 添 

委 員 原 田 文 義 丸 山 

ク 中 村 政 春 久 六 

ク 田 中 道 夫 公園通り 

副議長 中 山 照 見 浄万寺 

七

月

の

こ

よ

み
 

（ふ
づ
き
） 

1
日
 
固
定
資
産
税
及
び
国
民
 

健
康
保
険
税
の
納
期
日
 

7
日
 
七
夕
星
祭
り
 

10 

H
 
町
民
プ
ー
ル
オ
ー
プ
ン
 

夏
の
防
犯
運
動
 

13 

H
 
靖
国
神
社
み
た
ま
祭
り
 

19 

H
 
お
年
玉
っ
き
年
賀
は
が
 

き
の
賞
品
受
取
り
締
め
 

切
り
日
 

20
 

H
 
土
用
入
り
、
虫
干
し
 

21
 

H
 
自
然
に
親
し
む
運
動
月
 

間
 

23
 

H
 
婦
人
ガ
ン
検
診
 

30
 

H
 
明
治
天
皇
祭
 

み
ん
な
の
力
で
 

暴
力
団
撲
滅
ク
 

私
た
ち
の
街
田
川
で
、
白
昼
 

暴
力
団
に
よ
る
け
ん
銃
乱
射
事
 

件
が
相
次
ぎ
発
生
し
ま
し
た
。
 

こ
の
よ
う
な
事
件
は
、
私
た
 

ち
住
民
を
恐
怖
と
不
安
に
陥
れ
 

る
ば
か
り
で
な
く
「
暴
力
田
川
」
 

の
イ
メ
ー
ジ
を
全
国
に
与
え
る
 

も
の
で
あ
り
、
郷
土
を
愛
す
る
 

者
と
し
て
こ
れ
を
見
の
が
す
こ
 

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
 

明
る
く
住
み
よ
い
田
川
の
街
 

へ
イ
メ
ー
ジ
チ
エ
ン
ジ
す
る
た
 

め
、
み
ん
な
が
ス
ク
ラ
ム
を
組
 

み
、
街
の
ガ
ン
で
あ
る
暴
力
団
 

を
撲
滅
し
ま
し
よ
う
。
 

③
ど
ん
な
小
さ
な
暴
力
で
も
、
 

被
害
を
受
け
た
ら
泣
き
寝
入
 

り
を
し
な
い
で
警
察
に
届
け
 

で
ま
し
よ
う
 

③
警
察
官
の
行
な
う
暴
力
取
締
 

り
検
問
や
質
問
に
は
、
進
ん
 

で
協
力
し
ま
し
よ
う
。
 

③
暴
力
団
の
犯
罪
や
凶
器
類
に
 

関
す
る
情
報
を
お
知
ら
せ
く
 

だ
さ
い
。
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0
 

8
 

第
 

7
月
 19 

日
を
も
っ
て
前
回
の
 

月
8

日
か
ら
受
付
を
開
始
 

農
業
委
員
会
委
員
の
任
期
が
満
 

し
、
9

日
が
立
候
補
届
け
い
 

了
し
ま
す
の
で
、
7
月
 15 

日
に
 

で
の
最
終
日
で
す
0
 

第
9
回
農
業
委
員
会
委
員
の
統
＠
 
不
在
者
投
票
の
受
付
日
 

一
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。
 

不
在
者
投
票
は
、
7
月
8
 

⑨
立
候
補
 
届
出
 

日
か
ら
7
月
 14 

日
の
午
後
5
 

立
候
補
届
け
い
で
は
、
7
 

時
ま
で
で
す
。
 

※
 
詳
し
い
こ
と
は
、
方
城
町
 

7月15日は方城町農業委員会 

委員選挙の投票日 

選
挙
管
理
委
員
会
に
お
問
合
 

せ
く
だ
さ
い
。
 

〔
香
典
返
し
〕
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
 

方
城
町
社
会
福
祉
協
議
会
（
敬
称
略
）
 

金
 
壱
 
封
 

村
 

上
 

モ
 
モ
 
エ（ 

) 

長

谷

川

 

強
（
広
 

谷） 

持
 

丸
 

哲
 

治
（
新
 

町） 

畑
 

山
 

勉
（
野
 

添） 

永
 

野
 

久
 

雄
（
上
弁
城
）
 

野
 

沢
 

祐
 

策
（
見
 

六） 

方
城
町
文
化
団
体
 

協
議
会
発
足
と
お
さ
そ
い
 

こ
の
会
は
町
内
で
す
で
に
 

活
動
し
て
い
る
絵
画
、
茶
、
 

華
、
書
道
、
謡
曲
、
吟
詠
、
 

音
楽
、
俳
旬
、
短
歌
、
工
芸
 

園
芸
、
手
芸
、
盆
栽
な
ど
の
 

グ
ル
ー
プ
が
あ
り
ま
す
の
で
 

こ
れ
ら
の
交
流
と
充
実
を
は
 

か
り
、
さ
ら
に
文
化
行
事
を
 

一
企
画
、
実
施
し
町
民
の
文
化
 

一 
の
振
興
と
向
上
を
ね
ら
っ
た
 

一
も
の
で
あ
り
ま
す
。
 

一 

六
月
一
日
、
発
足
総
会
が
 

一
中
央
公
民
館
で
一
五
〇
人
参
 

一
加
の
な
か
で
開
か
れ
、
役
員
 

一
会
則
、
本
年
度
の
主
た
る
行
 

一
事
を
決
定
し
ま
し
た
。
 

一 

こ
の
会
の
構
成
は
諸
グ
ル
 

ー 
ー
プ
（
文
化
団
体
）
を
 

一 
1
 
美
術
工
芸
部
門
且
 

一 

画
、
洋
画
、
書
道
、
 

一 

陶
芸
、
彫
塑
、
版
画
、
 日

本
 
だ
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
 

写
真
 

会
の
発
足
ま
で
に
は
町
内
 

工
芸
 

に
散
在
す
る
諸
グ
ル
ー
。
フ
の
 

2
 
音
楽
部
門
廿
邦
楽
、
洋
 

楽
 

3
 
芸
能
部
門
甘
演
劇
、
舞
 

踊
、
仕
舞
、
謡
曲
、
吟
詠
、
 

古
典
芸
能
 

4
 
生
活
芸
能
部
門
廿
茶
道
 

華
道
、
服
飾
、
手
芸
、
民
 

芸
、
園
芸
 

5
 
文
芸
部
門
廿
短
歌
、
俳
 

句
、
川
柳
、
漢
詩
、
詩
、
小
説
 

6
 
鑑
賞
部
門
廿
盆
栽
、
盆
 

石
、
水
石
、
古
木
彫
刻
、
 

古
美
術
、
郷
土
史
 

に
分
け
、
活
動
し
て
い
る
か
 

た
が
た
で
こ
の
会
の
目
的
を
 

理
解
し
賛
同
す
る
諸
グ
ル
ー
 

プ
（
団
体
）
及
び
個
人
の
意
 

志
に
よ
っ
て
加
入
し
て
い
た
 

代
表
の
か
た
が
た
を
調
べ
、
 

会
の
発
足
ま
で
公
民
館
で
や
 

っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
グ
ル
 

ー
プ
や
個
人
に
よ
っ
て
は
充
 

分
情
宣
が
い
き
と
ど
か
な
い
 

と
こ
ろ
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
 

す
の
で
、
こ
う
し
た
か
た
が
 

た
に
つ
い
て
は
会
則
な
ど
を
 

検
討
し
て
い
た
だ
き
、
ぜ
ひ
 

ご
加
入
を
お
さ
そ
い
い
た
し
 

ま
す
。
 

事
務
局
は
中
央
公
民
館
内
 

の
教
育
委
員
会
に
あ
り
ま
す
 

の
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
 

な
お
、
現
在
会
員
掌
握
の
 

た
め
各
団
体
加
入
者
の
名
簿
 

と
行
事
予
定
を
集
約
し
て
い
 

ま
す
の
で
提
出
方
を
お
願
い
 

し
て
お
き
ま
す
。
 

ゴ

ミ

を

道

路

に

等

に

 

捨

て

な

い

で

く

だ

さ

 

私
た
ち
の
町
の
そ
こ
、
こ
こ
 

に
公
用
地
、
私
有
地
の
別
な
く
 

ゴ
ミ
を
不
法
に
捨
て
て
い
ま
す
 

が
、
ゴ
ミ
は
毎
週
地
区
別
に
収
 

集
が
な
さ
れ
て
い
て
、
一
人
の
 

心
な
い
行
為
が
大
多
数
の
迷
惑
 

、

。

 

'
 

と
な
り
、
ま
た
環
境
衛
生
の
破
 
の
制
裁
が
あ
る
は
ず
で
す
。
 

壊
に
つ
な
が
り
ま
す
。
 

私
た
ち
の
町
か
ら
こ
の
よ
う
 

と
ぼ
し
い
町
財
政
か
ら
地
域
 
な
行
為
を
皆
ん
な
で
追
放
す
る
 

環
境
整
備
に
町
民
の
皆
さ
ん
が
 
こ
と
が
美
し
い
町
づ
く
り
と
な
 

努
力
し
て
い
ま
す
。
不
法
に
ゴ
 
り
ま
す
。
 

ミ
を
捨
て
た
人
に
は
当
然
社
会
 

町
民
プ
ー
ル
 

7

月
 
10 

日
 

オ

ー

プ

ン

 

教
育
委
員
会
で
は
、
7
月
 10 

日
か
ら
町
民
プ
ー
ル
を
オ
ー
プ
 

ン
す
る
予
定
で
す
。
 

学
童
を
水
の
事
故
か
ら
守
る
 

た
め
、
次
の
こ
と
を
十
分
注
意
 

し
て
く
だ
さ
い
。
 

．

 

《

．

 

・
 

く
洗
う
。
 

＠
試
験
内
容
 

な
お
、
水
泳
や
遊
び
を
禁
止
 

高
校
卒
業
程
度
の
教
養
試
 

さ
れ
て
い
る
河
川
、
溜
池
で
ぜ
 

験
の
ほ
か
適
性
及
び
作
文
試
 

っ
た
い
に
泳
い
だ
り
遊
ん
だ
り
 

し
な
い
よ
う
に
し
ょ
う
。
 

税
務
大
学
校
 

学
生
募
集
刀
】
 

税
務
大
学
校
普
通
科
研
修
生
 

は
、
国
家
公
務
員
採
用
初
級
試
 

験
（
税
務
）
の
合
格
者
か
ら
採
 

⑨
 
泳
い
で
は
い
け
な
い
人
 

用
さ
れ
、
給
与
を
受
け
な
が
ら
 

△
 
脳
貧
血
、
か
っ
け
、
 

一
年
間
の
研
修
を
受
け
、
卒
業
 

目
、
耳
の
病
気
、
心
ぞ
う
 
と
同
時
に
「
大
蔵
事
務
官
」
と
 

病
、
腎
ぞ
う
病
の
人
。
 

な
っ
て
税
務
署
に
勤
務
す
る
こ
 

△
 
手
足
の
筋
肉
が
、
け
い
 
と
に
な
り
ま
す
。
 

れ
ん
し
や
す
い
人
。
 

⑥
試
験
要
項
は
次
の
と
お
り
 

⑨
 
泳
い
で
は
い
け
な
い
と
き
⑥
受
験
資
格
 

△
 
食
事
の
す
ぐ
あ
と
、
す
 

昭
和
加
年
4
月
2

日
か
ら
 

き
腹
の
と
き
。
 

昭
和
昭
年
4
月
1

日
ま
で
に
 

△
 
熱
が
あ
っ
た
り
、
作
業
 

生
れ
た
男
子
 

で
汗
が
ひ
ど
く
で
た
と
き
 
＠
願
書
受
付
 

＠
 
忘
れ
て
な
ら
な
い
こ
と
 

7
月
 16 

日
（
水
）
1
7
月
 

△
 
準
備
運
動
を
十
分
に
す
 

四
日
（
火
）
ま
で
に
人
事
院
 

る。 

九
州
事
務
局
に
提
出
し
て
く
 

△
 
耳
あ
か
を
と
り
、
鼻
を
 

だ
さ
い
。
 

か
む
。
 

＠
第
一
次
試
験
 

△
 
泳
い
だ
の
ち
、
体
を
よ
 

10 

月
5

日
（
日
〕
 

験
 

⑥
試
験
に
つ
い
て
の
お
問
合
せ
 

先
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

※
人
事
院
九
州
事
務
局
 

電
話
 
福
岡
（
0
9
2
) 

4
3
1
1
7
7
3
3
ま
た
 

は
田
川
税
務
署
 

「
盆
栽
メ
モ
」
 

6
月
の
さ
つ
き
の
華
麗
な
花
 

も
終
り
ま
す
と
す
ぐ
「
セ
ン
テ
 

イ
」
し
て
、
根
ず
ま
り
の
ひ
ど
 

い
も
の
は
こ
の
月
の
終
り
ま
で
 

に
植
え
替
え
て
や
り
ま
す
。
 

6
月
末
か
ら
7
月
の
上
旬
に
 

か
け
て
は
、
黒
松
の
芽
切
り
の
 

季
節
で
す
。
今
年
伸
び
た
新
芽
 

は
5
1
 10 

セ
ン
チ
に
も
伸
び
て
 

い
ま
す
。
こ
の
芽
を
も
と
か
ら
 

切
り
取
り
ま
す
と
秋
に
は
短
葉
 

の
美
し
い
葉
に
な
り
ま
す
。
 

長
雨
に
よ
る
病
気
が
出
や
す
 

い
時
で
す
の
で
、
雨
の
あ
い
間
 

を
み
て
 
「
ダ
イ
セ
ン
」
 
や
 
「マ 

ラ
ソ
ン
」
で
予
防
し
ま
す
。
 


